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このシステムは、ご家族のどなたかが行方不明になりご家族だけでは捜索が困難と判断され、地域

に捜索協力を要請した場合に、地域・名張市・消防本部・等が連携して捜索を行なう仕組みです。 して自宅での生活が困難な人々のため
に開設されるものであり、また、避難
所に行けば必ず安心というわけでもあ

避難所は共同生活のため、プライバシ
ーを守ることも難しく、居住スペース

や物資にも限りがあり、決して良好な

環境とは限らないため、逆にストレス

などで体調を崩してしまうこともあり
ます。感染症予防のため「3密」を避
けたり衛生管理が必要となります。
避難方法には、①自宅で避難する【在宅避難】(垂直避難、車中泊やテント泊を含む)と、②自主

＜地域へ捜索協力を要請する場合の連絡の流れ＞ 避難先として予め親戚や友人と約束をしておく【分散避難】と、①・②ができない場合に③【指

①ご家族から警察署へ連絡した後に、自治会⾧（又は役員）へ協力要請の連絡。 定避難所】があります。避難は明るいうちに行いましょう。
②自治会⾧（又は役員）から、地域づくり協議会会⾧（又は百合が丘市民センター）へ連絡。
③-1地域づくり協議会会⾧（又は百合が丘市民センター）から、市役所と消防本部へ連絡。 ①【在宅避難】(垂直避難、車中泊やテント泊を含む)

③-2地域づくり協議会会⾧（又は百合が丘市民センター）から、地域関係者へ連絡。 震度６強程度の揺れでもタンスなどが倒れないように日頃から家具の転倒
防止策やガラスの飛散防止策を行ない、家の中の安全を確保しましょう。

※『逃げ遅れ』を出さないために避難の目安を知っておこう！ また、洪水などで１階が危険な場合は２階など高い場所に避難します。(垂直避難)

警戒 ★いずれの場合も、食料･水･日用品･非常用トイレなどの生活物資の備蓄が必要です。
レベル ②【分散避難】(自主避難先)

 １ 災害への心構えを高めてください。 災害が起きる前から、万一自宅が被災して避難生活が出来なくなる

 ２ 避難に備え、自分の行動を確認してください。 ・洪水注意報 ことを想定して、近くの親戚や友人と避難先として受入れてもらえ

るように約束を取り交わしておきます。
・避難に時間のかかる人(高齢者、障害者、乳幼  高齢者等避難開始 ・大雨警報 そうすることで、指定避難所に集中することなく本当に必要として
 児など)とその支援者は避難を開始してくださ 避難準備 ・洪水警報 いる方々に指定避難所を使用してもらう事ができます。
 い。 ・氾濫警戒情報 ③【指定避難所】
・その他の人は、避難の準備を整えましょう。 【在宅避難】や【分散避難】が困難な場合は【指定避難所】を躊躇せず利用します。

当地域の名張市の指定避難所は「名張青峰高校」､「百合が丘小学校」､「百合が丘市民センター」
・速やかに危険な場所から避難行動をとってく ・避難勧告 ・氾濫危険情報 の３箇所で、自治会ごとに避難先が決められています。また、指定避難所は、他地域などからの
 ださい。 ・避難指示(緊急) ・土砂災害警戒 避難者を受入れること【広域避難】が求められています。そのため、可能な限り【在宅避難】、

・指定避難場所への移動が危険な場合は、近く  情報 【分散避難】の備えをお願い致します。

 の安全な場所に避難しましょう。 A区:名張青峰高校：西１番町、東１番町、東２番町、東４番町、東６番町、東７番町
既に、災害が発生しています。命を守るための ・氾濫発生情報 B区:百合が丘小学校：東３番町、東５番町、東８番町、東９番町、南百合が丘

最善の行動をとってください。 ・大雨特別警報 C区:百合が丘市民センター：西２･５番町、西３･６番町、西４番町

災害時の避難
災害発生後、避難所は、あくまで被災

りません。

 ５ 災害発生情報

住民(あなた)が取るべき行動 市からの避難情報 防災気象情報

気象庁が発表

気象庁が発表

早期注意情報

＜危険な場所から高齢者などは避難＞

＜危険な場所から全員避難＞

 ３

 ４

地域SOSシステム

警戒レベル

【警察】まずご家族から

名張警察署へ連絡

０５９５-６２-０１１０

【地域】

自治会

地域づくり協議会

【名張市】

地域環境部

危機管理室

【名張市】

消防本部

消防団

地域ＳＯＳ本部

捜索隊 捜索隊 捜索隊 捜索隊 捜索隊

分散避難

出典：日本気象協会資料より

自治会別

指定

避難所



保存版  一般社団法人青蓮寺・百合が丘地域づくり協議会「安全防災防犯委員会発信資料」 2020年8月作成

★大雨や強風でもライフラインが寸断されることがあります。不意の停電や断水などに備えて
 日頃から生活用品の備蓄をしておきましょう。
★また、山間部や崖の近くでは土砂災害が発生し易くなります。万一に備えて避難方法や避難
 先をご家族で決めておきましょう。
★１時間当り２０㎜以上の雨の場合は出来るだけ外出を控え、万一外出先で大雨に遭遇した場合
 は、近くの頑丈な建物などに避難して命を守りましょう。

※発災後、家族全員分で７日間分の備蓄が推奨されています。

●体重１Kg当り１日に必要な飲料用水分量(他に洗濯などの生活用水が必要です)
・成人   40～  50 mL (計算例)  父：70kg×50mL=3.5L
・学童   60～  80 mL  母：50kg×50mL=2.5L
・幼児   90～100 mL  娘：20kg×80mL=1.6L ★南海トラフ沿いの大規模地震(M８からM９)は、今後３０年以内に７０から８０％の確率で
・乳児 120～150 mL 息子：30kg×80mL=2.4L 合計１０L/１日  発生すると予測されています。

出典:東京医科歯科大学名誉教授 藤田紘一郎著『知られざる水の「超能力」』講談社、2006年、p.183より ★名張市では南海トラフを震源とする大規模地震で「震度6強」の揺れと「警戒レベル5」を想定
●食品は非常食だけで７日分を準備するのではなく、食べ慣れた食品を３日分程度補充しておき  した防災訓練を実施しています。
 発災時は、先に食べ慣れた食品を食べるか、非常食と交互に食べると良いでしょう。 ★上図の赤い点線で囲った「震度6強」の「ゆれの状況」を読んで頂き、どんなことが起きるの
●カセットコンロ、携帯ラジオ、非常時用蓄電池、懐中電灯、乾電池、など、ライフラインが  か、理解を深めてください。その上で、ご自宅での被害想定をご家族で話し合い、必要な対策

 寸断されても７日間は自力で生き延びる備えをしておきましょう。  を進めましょう。

災害時の備蓄量の目安

出典：気象庁ホームページから引用

出典：日本気象協会資料より


